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jump
項目 選択した理由 現状分析 解決目標 解決方法 期限

活動のプログラムがが固
定化しないよう工夫されて
いるか

•職員の療育の見直し
によいタイミングだと
感じたため

•保護者に固定化され
ていると感じられてい
るため

•部活的活動ということからjumpが始まったの
で、クッキングGrや運動Grなど活動ありきに
なっている部分が職員にもあり、また、保護
者にも本来のGrや活動の内容の意味が伝
わっていない。

•固定化されていると
感じられない療育や
フィードバックの実施

•スケジュールを組む時に、活動をGrの名前と
して組まない、打ち出さない

•保護者にその療育内容の説明を、今以上丁
寧にしていく

来年度

父母の会の活動の支援
や、保護者会等の開催等
により保護者同士の連携
が支援されていますか

•jumpの中でも、就労
や進学へ向けての保
護者同士の連携が必
要と感じているため

•昨年度より取り組みたいと思っており、昨年
度は2回行ったが、今年度は1回も行えていな
い。また、事業所が望んでいる保護者会や連
携の内容がしっかりと保護者に伝わっていな
い。

•就労や進学へ向けて
の保護者会や勉強会
を開催し、連携を啓発
していく

•定期的にjump主催で、テーマを決めて勉強
会を開催し、連携の必要性を保護者に意識し
てもらう

•卒業生の親や外部の方も巻き込んでいく

来年度より
3年程度

緊急時対応マニュアル、
防犯マニュアル、感染症
対応マニュアルを策定し、
保護者に周知・説明され
ていますか//非常災害の
発生に備え、定期的に避
難、救出、その他必要な
訓練が行われていますか

•必要性を強く感じる
ため

•マニュアル等作成はされているが、詳細等は
保護者が知る機会がない。

•子ども無しの職員だけの火災訓練しかでき
ていない。

•保護者に今あるもの
を知ってもらう

•各災害時の避難訓練
を子どもを入れて行う

•保護者が空き時間に手に取ることができる
場所に、自由に読めるマニュアルを用意す
る。

•子どもを入れての避難訓練を企画•実施する

今年度中


